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「障害」の「害」の字のひらがな表記について 

 

第１ 趣旨 

 従来用いられてきた「障害」の「害」という漢字について、その否定的なイメ

ージから受ける「差別感」や「不快感」を考慮し、障害者の人権をより尊重する

という観点から、ひらがな表記を行う。 

 

第２ ひらがな表記の実施 

１ 市が作成する行政文書、啓発資料等において、従来「障害者」「障害」と表記

していたものについて、前後の文脈から人や人の状態を表す場合は、原則として

「障がい者」「障がい」と表記する。ただし、法令等の名称を除く。 

（例）障害者基本法、障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律 

２ 市の組織名称について、「障害者」を「障がい者」に改める。 

（例）障がい者支援課、青森市健康福祉審議会障がい者福祉専門分科会 

 

第３ 実施上の留意点等 

   ひらがな表記の実施については、誤りを正すという趣旨のものではなく、障害

に対する理解を深めることを趣旨としていることから、次のとおり取り扱うこと

とする。 

１ 条例、規則、要綱等については、実施日以降に内容の改正を行なう際に、併せ

て表記を変更する。 

２ 実施日以降に配布する印刷物等において、既に印刷が終わっているものについ

ては、刷り直しをせずに使用し、改正時や増刷時に表記を変更する。 

３ 表記の変更が困難であるものについては、条件が整い次第、順次表記を変更す

る。 

 

第４ 実施日 

   平成２６年４月１日 


